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は
じ
め
に

　

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
本
年
度
も
愛
知
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
様
々
な
事
業
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
ず
発
掘
調
査
で
す
が
、
昨
年
度
か
ら
続
く
設
楽

ダ
ム
建
設
事
業
に
伴
う
調
査
の
他
、
下
図
に
示
す
遺

跡
の
調
査
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
調
査
成
果
や
、

現
地
説
明
会
の
開
催
情
報
は
、
私
ど
も
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

普
及
・
公
開
事
業
も
多
数
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
春
に
は
弥
富
市
の
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
で
【
春
の
埋
蔵
文
化
財
展
】
を
開
催
し
ま

す
。
平
成
29
年
度
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
遺
物
の
速

報
展
で
、期
間
中
の
4
月 

7
・
8
日（
土
・
日
）に
は「
や

と
み
春
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
て
「
考
古
学
縁
日
」
と

名
付
け
た
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

　

夏
は
特
に
計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
遺
跡
の
現

地
説
明
会
を
こ
の
頃
か
ら
順
次
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　

秋
は
盛
り
沢
山
な
内
容
で
す
。
ま
ず
、
10
月
20
・

21
日（
土
・
日
）に
清
洲
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て【
き

よ
す
歴
史
フ
ェ
ア
】
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
愛
知
県
教
育
委
員
・
清
須
市
教
育
委
員
会
と

共
催
事
業
で
、
朝
日
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の

歴
史
・
文
化
財
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
32

年
度
開
館
予
定
の
新
資
料
館
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
内
容
は
朝
日
遺
跡
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
談
と

平成30年度の調査予定遺跡

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
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名古屋市博物館にて開催！
2018年11月   17日（土）18日（日）

2018考古学の祭典

考古学セミナー考古学セミナー

平成 30 年度　発掘調査成果報告会

平成31年３月開催予定！

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
、
火
お
こ
し
体
験
や
勾
玉
作
り

体
験
な
ど
多
数
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
関
連
事
業
と
し
て
、
二
つ
の
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
一
つ
は
、
清
須
市
歴

史
資
料
展
示
室
を
会
場
と
し
た
、【
秋
の
埋
蔵
文
化
財

展
】
の
開
催
で
す
。
清
洲
城
下
町
遺
跡
出
土
の
文
字

資
料
を
中
心
と
し
た
展
示
で
、期
間
は
9
月
8
日（
土
）

か
ら
概
ね
年
末
ま
で
、
期
間
中
に
は
展
示
説
明
会
を

2
回
実
施
し
ま
す
。
も
う
一
つ
は
【
市
民
大
学 

IN

 

き
よ
す
】
と
命
名
し
た
講
座
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

組
み
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
。
こ
ち
ら
は
、
清
洲
市
民

セ
ン
タ
ー
で
11
月 

10
・
11
日
（
土
・
日
）
に
開
催
し

ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
皆
様
に
ご
紹
介
す

る
【
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
と
考
古
学
体
験
】
や
、

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
【
連
続
歴
史
講
座
】

も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
墓

制
の
考
古
学
」
で
す
。
こ
の
他
に
、
設
楽
地
区
の
発

掘
調
査
現
場
を
会
場
と
す
る
【
発
掘
体
験
】
な
ど
の

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

11
月
17
・
18
日
（
土
・
日
）
に
は
、
名
古
屋
市
博
物

館
に
お
い
て
愛
知
県
内
を
中
心
と
し
た
考
古
学
に
関

わ
る
人
た
ち
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
新
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
イ
ベ
ン
ト
【
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー
「
あ

い
ち
の
考
古
学2018

」】
も
開
催
し
ま
す
。

　

以
上
の
様
に
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
本
年
度
も
積
極

的
な
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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春の埋蔵文化財展『やとみ新発見展”（しんはっけんでん）！ 2018』　＆　春の特別公開　予約不要・参加費無料
　☆昨年度の発掘調査成果について、県内で一番早く展示解説を行います。また、国指定の重要文化財である朝日遺跡の遺物を特別公開します！
　　4月 7日（土）・8日（日）はキネクトゲームやツボ釣り、火起しマスター、輪投げのイベント開催！

設楽ダム関連発掘調査成果報告会『新設楽発見伝 5』　予約不要・参加費無料
　☆平成 30 年度の設楽地区の発掘調査成果の報告会です。　==詳細が決定次第HPにておしらせします。

上旬

 

8（土）

22（土）

6（土）

20（土）

21（日）

27（土 )

10（土）

11（日）

17（土）

18（日）

どなたでも

連続歴史講座『墓制の考古学』全 4回　
　☆設楽地域などの最新の発掘調査成果を踏まえ、縄文時代から古代中世に至るまでの墓制について、専門の講師が解説します。
　会場：愛知県埋蔵文化財調査センター　２階研修室　時間：午後 1時～3時
 ①  9 月 8日（土）：縄文時代　永井宏幸　　 ② 9 月  22 日（土）：弥生時代　　宮腰健司
 ③10月 6 日（土）：古墳時代　早野浩二　　 ④10月 27 日（土）：古代・中世　池本正明

大人向き

2018 年度『考古学セミナーあいちの考古学 2018』　予約不要・参加費無料
　愛知県内と近隣の情報を手に入れることができるビックイベント！　　日時：11 月 17日（土）・18日（日）
　　会場：名古屋市博物館　地階講堂（発表）・展示説明室（ポスターセッション）==詳細が決定次第HPにておしらせします。大人向き

大人向き

歴史講座「発掘された西三河の城」　予約不要・参加費無料
　☆岡崎城や豊田市内の城の発掘調査成果について報告します。
　会場：愛知県青年の家（愛知県岡崎市美合町並松 1-2）　開催日：平成 31年 2月予定 ==詳細が決定次第HPにておしらせします。大人向き

秋の埋蔵文化財展　「きよす歴史フェア」　　予約不要・参加費無料==詳細はHPにておしらせします。　
　☆平成 32年度にリニューアルする清洲貝殻山貝塚資料館の周知と、地域の歴史や文化財に親しむイベント！

　○開催日時：10 月 20日（土）12:00-16:00　10月 21日 ( 日）　9:00-16:00
　○会場：清洲市民センター　　◯内容：キネクトゲームや勾玉つくり、土器作りなど子供から大人まで楽しめるワークショップば盛りだくさん♡

　関連事業 1　清須市歴史資料展示室　企画展　入館無料　
　　☆平成 29年度に保存処理が終了した清洲城下町遺跡の杮経（こけらきょう）の展示と、これまでに発掘された文字資料の展示を行います。
　　○開催日時：9 月 8日（土）から 12月末日まで　○会場：歴史資料展示室（清須市立図書館内）
　関連事業 2　「埋文市民大学　in　きよす」参加無料　
　　☆正解のないワークショップ「埋文市民大学」。今年は「弥生の日」と「戦国の日」を開催します。１回の開催人数 16名程度。要申込
　　○会場：清洲市民センター
　　○開催日時：11 月 10日（土）「弥生の日」　・11月 11日（日）「戦国の日」　両日とも午前・午後２回開催予定

どなたでも

どなたでも楽しんでいただけるイベント 大人を対象としたイベント
　平成 30年度　イベント案内

　『バックヤードツアーと考古学体験』
　☆バックヤードツアーや考古学の体験イベントを通じて、当センターの事業を紹介します。
　○開催予定日：11 月上旬を予定しています。どなたでも

旭高原少年自然の家主催事業『レッツ！発掘体験と温泉』要予約　受付開始予定 8月下旬
　　○開催時期：10 月 27日（土）・28日（日）　　○発掘体験遺跡：東三河地域を予定 ==詳細は旭高原少年自然の家のHPをご覧ください。

どなたでも

＊＊愛知県旭高原少年自然の家は、愛知県教育スポーツ振興財団の管理施設です。

連続歴史講座 今年も4回開催！

最新の発掘調査成果を中心に
「墓制」に焦点をあてた講座

春の特別公開 2018　国指定重要文化財
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グルグル模様、みえるかな？ 細かい模様と赤色をみて！
な～んで穴があいてるのかな？

何かを盛りつけてたん
ですよね、きっと



平
成
29
年
度
の
主
な
発
掘
調
査
成
果
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名東区

天白区

  ふ もん  じ きゅうけいだい
普門寺旧境内

ごでら
牛寺遺跡

きよ  す じょうかまち
清洲城下町遺跡

むこうだ
向田遺跡

ほくざんかまあと
北山窯跡

豊田市

瀬戸市

清須市

安城市

豊橋市

おおはた
大畑遺跡

　　　　　さわ
マサノ沢遺跡

設楽町

 きたたん ば　ひがしながれ
北丹波・東流遺跡

稲沢市

ま　

さ　

の　

さ
わ

マ
サ
ノ
沢
遺
跡

（
北
設
楽
郡
設
楽
町
小
松
）

平
成
29
年
度
に
行
っ
た
当
セ
ン
タ
ー
の
発
掘
調
査
は
、
尾
張
地
域

で
3
遺
跡
、
三
河
地
域
で
5
遺
跡
で
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち

ト
レ
ン
チ
の
み
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
牛
寺
遺
跡
を
の
ぞ
く
7
遺

跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
一
方
、
発
掘
調
査
の
完
了
し
た
遺
跡
は
整
理
・
報
告
書
編
集
へ

と
進
み
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
6
つ
の
事
業
に
つ
い
て
こ
れ
ら
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
設
楽
地
区
の
西
地
・
東
地
遺
跡
の

整
理
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す ご

で
らに

し
じ　

 

ひ
が
し
じ

ハ
ー
ト
形
土
偶
や

　

土
器
棺
墓
が 　

　
　

注
目
の
遺
跡

ど
き
か
ん
ぼ

　

マ
サ
ノ
沢
遺
跡
は
豊
川
支
流

の
境
川
左
岸
の
段
丘
面
に
立
地

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
発
掘

調
査
で
は
、
縄
文
時
代
後
期
の

配
石
墓
と
そ
こ
か
ら
岩
偶
・
岩

版
類
が
出
土
し
、
別
の
土
坑
で

は
ハ
ー
ト
形
土
偶
と
岩
偶
・
岩

版
類
が
共
伴
し
て
お
り
、
祭
祀

具
の
多
い
点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
縄
文
時
代
晩
期
後
葉
〜

弥
生
時
代
前
期
の
土
器
を
棺
に

し
た
土
器
棺
墓
が
6
基
検
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
竪

穴
建
物
跡
な
ど
の
集
落
の
遺
構

は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
主
に

祭
祀
や
墓
に
利
用
さ
れ
て
い
た

場
所
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

は
い
せ
き
ぼ

ば
ん
る
い

▲マサノ沢遺跡　土器棺墓

お
お
は
た

大
畑
遺
跡

（
北
設
楽
郡
設
楽
町
川
向
）

多
様
な
石
囲
炉
に

　
　

中
部
高
地
と
の

　
　
　

 　

つ
な
が
り

い
し
が
こ
い
ろ

　

大
畑
遺
跡
は
豊
川
支
流
の
境
川
沿

い
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
そ
の
標
高

は
430
〜
446
メ
ー
ト
ル
で
境
川
と
は
60

メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
低
差
が
あ
り
ま

す
が
、
遺
跡
中
央
に
く
ぼ
地
と
湧
き

水
の
あ
る
特
異
な
地
形
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
く
ぼ
地
周
辺
な
ど
で
は

縄
文
時
代
と
み
ら
れ
る
陥
し
穴
8

基
、
さ
ら
に
そ
れ
を
見
下
ろ
す
丘
陵

頂
部
に
は
竪
穴
建
物
跡
12
基
が
検
出

さ
れ
ま
し
た
。
竪
穴
建
物
跡
は
縄
文

時
代
中
期
後
葉
で
、
床
面
に
石
囲
炉

の
あ
る
も
の
が
3
基
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
全
て
異
な
る
タ
イ
プ
で
す

が
、
副
炉
の
あ
る
も
の
や
円
形
の
炉

は
中
部
高
地
に
分
布
し
て
お
り
、
そ

の
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
注
目
さ
れ

ま
す
。　
　

お
と

▲大畑遺跡　副炉のある炉

 

に
し 

じ　

   

ひ
が
し
じ

西
地
・
東
地
遺
跡

（
北
設
楽
郡
設
楽
町
西
地
・
東
地
）

縄
文
時
代
後
期
の

　

土
器
群
が　
　

　
　

復
元
さ
れ
た
！

　

西
地
・
東
地
遺
跡
は
、寒
狭
川
（
豊

川
上
流
）
の
左
岸
に
位
置
し
、
段

丘
面
と
山
裾
の
斜
面
に
立
地
す
る

縄
文
時
代
中
期
末
〜
後
期
初
頭
の

集
落
を
中
心
と
す
る
遺
跡
で
す
。

縄
文
時
代
以
外
に
は
、
鎌
倉
時
代

以
降
の
集
落
や
陶
磁
器
・
古
銭
な

ど
も
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
と
出
土
遺
物
の
整
理
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
石
囲
炉
か
ら
出
土
し

た
縄
文
土
器
の
復
元
に
よ
っ
て
、

文
様
や
形
の
異
な
る
数
個
体
が
同

時
期
に
存
在
し
た
こ
と
が
あ
き
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
縄
文

土
器
の
出
土
分
布
か
ら
は
、
集
落

の
位
置
や
大
き
さ
が
時
期
に
よ
っ

て
変
化
し
て
い
る
こ
と
も
判
明
し

ま
し
た
。

出ている部分の破片を上下逆さまにして入れたようです

  

き
た
た
ん
ば　
　

ひ
が
し
な
が
れ

北
丹
波
・
東
流
遺
跡

　（
稲
沢
市
下
津
丹
下
田
町
ほ
か
）

尾
張
国
府
域
か
？

 

奈
良
時
代
の　
　

 

竪
穴
建
物
跡
を
検
出

　

北
丹
波
・
東
流
遺
跡
は
、

こ
れ
ま
で
に
8
世
紀
初
頭（
奈

良
時
代
初
め
）
の
竪
穴
建
物

跡
や
「
美
濃
」
刻
印
須
恵
器

な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
発
掘
調
査
で
も
、
奈

良
〜
室
町
時
代
の
遺
構
が
多

数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

須
恵
器
蓋
の
内
面
に
「
美
濃
」

刻
印
の
一
部
が
み
ら
れ
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
遺
跡

は
尾
張
国
府
跡
か
ら
東
へ
約

2
㎞
位
置
し
て
い
ま
す
が
、

国
府
開
始
期
に
集
中
し
て
集

落
が
営
ま
れ
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
。

き
よ
す
じ
ょ
う
か
ま
ち

清
洲
城
下
町
遺
跡

　
　
　（
清
須
市
清
洲
）

川
の
後
に
で
き
た

江
戸
時
代
初
め
の

城
下
町

　

今
回
の
調
査
地
点
は
船

杁
橋
東
側
に
位
置
し
ま
す
。

遺
跡
の
基
盤
層
は
河
川
堆

積
の
砂
層
で
、
そ
の
上
面

で
戦
国
時
代
の
自
然
流
路

と
、
さ
ら
に
そ
れ
が
戦
国

時
代
末
期
に
埋
ま
っ
た
後

に
つ
く
ら
れ
た
結
桶
を
用

い
た
井
戸
（
井
戸
側
）
や

土
坑
な
ど
が
検
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
古

城
絵
図
に
よ
れ
ば
、
今
回

の
調
査
地
点
は
中
堀
と
外

堀
の
間
の
町
屋
域
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
が
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

あ
な

1201SI 炉内土器

ほ
く
ざ
ん
か
ま
あ
と

北
山
窯
跡

 

（
瀬
戸
市
落
合
）

明
治
35
年

操
業
開
始
の

せ
と
も
の
窯
跡

　

北
山
窯
跡
は
瀬
戸
市
品
野

地
区
に
あ
る
戦
前
ま
で
操
業

し
て
い
た
窯
跡
で
、
こ
れ
ま

で
に
連
房
式
登
窯
で
あ
る
こ

と
や
、
焼
成
室
・
煙
道
・
煙

突
に
加
え
て
作
業
用
の
平
場

が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
調
査
で
は
、
平
場
へ
登

る
階
段
と
、
多
量
の
窯
道
具

か
ら
な
る
物
原
層
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
層
の
下
か

ら
は
小
規
模
な
建
物
跡
と
推

定
さ
れ
る
遺
構
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
物
原
層
か
ら
は
窯

道
具
の
他
に
、
陶
器
の
植
木

鉢
、
磁
器
の
飯
茶
碗
な
ど
が

出
土
し
て
い
ま
す
。

む
か
い
だ

向
田
遺
跡

　（
安
城
市
東
町
）

古
墳
時
代
前
期
の

 

土
師
器
甕
が

ゴ
ロ
ン
ゴ
ロ
ン
！

　

向
田
遺
跡
は
古
墳
時
代

前
期
を
中
心
と
す
る
遺
跡

で
す
。
遺
跡
の
西
側
に
は

碧
海
台
地
の
崖
が
せ
ま

り
、
そ
の
上
に
は
獅
子
塚

古
墳
が
あ
り
ま
す
。
発
掘

調
査
で
は
8
基
の
土
坑
が

検
出
さ
れ
、
特
に
土
坑
111

 

SK
で
は
上
・
下
層
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
土
師
器
の
甕
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
上
層

の
も
の
は
木
質
遺
物
が
伴

い
、
下
層
の
も
の
は
2
個

体
の
甕
が
ほ
ぼ
完
形
の
状

態
で
出
土
し
て
い
る
の
が

注
目
さ
れ
ま
す
。

ふ
も
ん
じ　

き
ゅ
う
け
い
だ
い

普
門
寺
旧
境
内

　（
豊
橋
市
雲
谷
町
）

現
本
堂
付
近
で

  

墨
書
を
含
む
多
数
の

　
　

山
茶
碗
が
出
土

　

普
門
寺
は
、
中
世
か
ら
続
く

山
林
寺
院
で
、
周
辺
の
山
腹
に

は
多
数
の
平
場
群
や
堂
跡
が
旧

境
内
と
し
て
遺
跡
に
な
っ
て
い

ま
す
。調
査
は
2
地
点
で
行
い
、

本
堂
背
後
の
斜
面
で
は
一
辺
約

2.3
メ
ー
ト
ル
の
石
積
み
遺
構
が

検
出
さ
れ
、
古
銭
や
鉄
釘
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
本
堂

か
ら
南
側
の
斜
面
で
は
、
多
量

の
土
師
器
小
皿
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
両
地
点
か
ら
は
、
平
安

末
〜
鎌
倉
時
代
の
渥
美
産
山
茶

碗
の
ほ
か
に
戦
国
時
代
ま
で
の

青
磁
碗
や
石
硯
な
ど
が
出
土
し

て
お
り
、
中
世
山
林
寺
院
の
勢

力
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲西地・東地遺跡

▲マサノ沢遺跡　遠景

▲調査区　遠景
　　　( 清洲城下町遺跡）

▲物原層の掘削
　　　( 北山窯跡）

▲111SK下層
　　　( 向田遺跡）

▲紅葉が美しい調査区遠景
　　　( 普門寺旧境内） き

た　

の　

だ 
え
ー　

 

き
た  

の   

だ  

し
ー

北
野
田
A
・
北
野
田
C
遺
跡

　
　
　
　
　
　（
豊
田
市
蕪
木
町
）

鎌
倉
時
代
後
期
の

　

山
間
地
開
発
の

　
　

様
子
が
見
え
て
き
た

　

北
野
田
Ａ
・
北
野
田
Ｃ
遺
跡
は
旧

下
山
村
の
山
間
地
の
谷
筋
に
展
開
し

て
い
る
遺
跡
で
す
。
と
も
に
一
三
世

紀
後
半
〜
一
四
世
紀
前
半
に
人
々
の

活
動
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

北
野
田
Ａ
遺
跡
か
ら
は
百
基
を
超

え
る
柱
穴
群
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

北
野
田
Ｃ
遺
跡
か
ら
は
掘
立
柱
建
物

跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大

量
の
木
材
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
両
遺
跡
か
ら
は
大
量
の
山
茶

碗
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
山
間
地
に
人
が
入
り

生
産
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は

驚
き
で
す
。

が
ん
ぐ
う　

が
ん

▲北野田 A遺跡　全景

▲線刻のある須恵器
　　　( 北丹波・東流遺跡）

 きた の  だ　　　きた  の  だ
北野田A・北野田C遺跡美

濃


